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Confirmation of heat removal performance of spent fuel storage and transport metal cask 
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使用済燃料輸送・貯蔵兼用金属キャスク(HDP-69B キャスク)の伝熱検査結果について報告する。輸送及

び貯蔵状態において、すべての部位が検査判定値を満足する結果となり、HDP-69B キャスクが設計想定の

除熱性能を有していることを確認した。 
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1. 緒言 

使用済燃料輸送･貯蔵兼用金属キャスク(HDP-69B キャスク)は、使用済燃料の崩壊熱を適切に外部に伝

え除熱する機能が求められる。本報告では、製造時の伝熱検査により HDP-69B キャスクの輸送及び貯蔵状

態における除熱性能を確認した結果について述べる。 

2. 伝熱検査の概要 

図 1 に、貯蔵状態の HDP-69B キャスク概略図を示す。検査では、

バスケット格子の中に BWR 燃料集合体の外寸に合わせた矩形の電

熱ヒーターを装填し、設計崩壊熱量相当の発熱量を与えた。また、

胴内及び蓋間は、運用時と同様に He を充填した。貯蔵状態の検査で

は、図 1 のとおり HDP-69B キャスクを縦置きで貯蔵架台上に設置し、

輸送状態の検査では、三次蓋及び緩衝体を取り付け、HDP-69B キャ

スクを横置きで輸送架台に設置した。なお、蓋、輸送･貯蔵架台及び

緩衝体は模擬体を用いた。 

3. 伝熱検査結果 

熱電対による温度測定値を、検査判定値(二次元熱解析結果から定

めた各部材の設計最高使用温度)により規格化した値を図 2 に示す。

なお、測定値は電熱ヒーターの発熱量及び外気温で補正した[1]。輸送

及び貯蔵状態共に、測定値は検査判定値を満足した。また、バスケ

ットの測定値と検査判定値の比は胴よりも小さく、バスケットの解

析モデルの保守性を確認した。 

4. 結論 

輸送及び貯蔵状態において、HDP-69B キャスクが設計を満足する

除熱性能を有していること、及び熱解析モデルの保守性を確認した。 
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